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Ⅰ　はじめに・研究の目的
　教員養成大学での授業科目は，教科専門科目と教科教
育科目との 2 つに大別されるが，絵画は教科専門科目の
実技系科目として美術領域の一翼を担う。そして義務教
育をはじめ教育現場においては，制作を通したさまざま
な観点からの自己発見・自己表現などによりアイデン
ティティの確立にも関わる人間育成には欠かせない領域
である。しかし現場では，「造形あそび」の誤理解から
極端に目的の曖昧な題材も多く浸透し，現在の図工美術
の存在意義さえ理解しづらくしている観もある。そこで
本稿は，将来，小中学校の現場で必要となる題材開発の
観点を，現大学生にいかに伝えていくかについて実技科
目の視点からあらためて考察するものである。
Ⅱ　義務教育における図工・美術という教科の役割
　子どもの表現の痕跡として線を引くという行為に注目
すると，スクリブルをはじめとし成長段階に応じて変化
する。もちろんスクリブルの段階では作品を作ろうとす
る意識ではなく，指先や腕のストロークから得られる抵
抗感による，本人が自身の存在を確かめる作業と言って
も良いだろう。その後，対象を把握することが可能にな
り，徐々に高度な描写力に結びつく。
　それでは，本人が作品を制作しようとする意識を持つ
のはいつなのか。それを探るためにはまず「作品」とい
うことの定義も必要となるだろう。少なくとも，与えら
れた対象物を言われるがままに制作している段階では，
正確な意味では作品とは言いがたく，表現活動について
の意義や可能性を本人が理解し始めてから，作品制作と
いう視座が確立し始めると言って良いだろう。それらは
本人の内的成長により自然発生的に気がつく条件が整う
か，または適切な指導に期待される。
　極端に具象表現に偏った日本の美術環境にあっては，
対象を奇麗に再現描写するという価値観の枠を越え成長
させ得ることはなかなか困難である。たとえば，スパッ
タリングやマーブリングなどのアクションペインティン
グとして仕上がった作品も，最終的には教員の指導で，
星や煙に見立て具象絵画の部品として扱われてしまう授
業にも出会うあり様で，抽象的表現や現象をそのまま受
け入れ感動する感覚を育てる土壌は見当たらない。絵画
表現ひとつとっても理解の幅が狭義で，教員側の児童の
表現の真価を評価する受け皿が貧弱である。抽象的表現
を教育として確立することとは，そっくりに描けている
かどうかといった，誰もが頷ける尺度とは別に，自分の
判断基準でこの作品が好きだと言える自己肯定感覚の育
成にも直結する。つまり，それは美術だけに収まらない
生活全般における自己判断力の必要性を本人に自覚させ，
さらに向上させる機会であり，欠かせない教育内容なの
である。また，成長段階において描写力を身につける過
程において，描写するという行為が描写技術に変質し，
そういった作品に高評価が与えられることも多い。また
それとは逆に，そういった事実に対抗するかのように曖
昧な目的の作業を中心とする活動が繰り返されているこ
とも事実である。問題はそのどちらもが，制作動機や自
発的な発想・構想といった重要な観点を置き去りにして
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いることで，その原因としては指導教員の制作体験の極
端な不足が挙げられる。もちろん就職早々の経験不足は
やむを得ないとしても，題材開発をどういった方向性で
行うべきかについて大学在学中に経験することができれ
ば，赴任先でもその地域や学校の現状に合わせた題材開
発を目標に，現場での教育経験の蓄積も力に変えること
が可能である。しかし，教育題材に触れる経験を知識的
に記憶していたならば，現場とのギャップも多く，固定
した授業題材の蓄積は短期間に枯渇するだろう。将来，
文化人として鑑賞者または制作者となる児童生徒たちに，
表層の再現性を美術の価値基準とするような感覚を植え
付けてはならない。成長段階にある小学児童の集団にお
いては，再現性が障壁となり美術離れを引き起こさせて
いることも事実である。各題材における授業展開におい
て観点別の評価基準は必要であるが，評価することが中
心になり，児童の自由で飛躍的な表現力や思考の成長を
妨げる指導であってはならない。他教科における，習っ
ていない漢字は使わない，教わっていない計算方法は使
わない，などの事例とも共通する。とくに表現を主体と
する教科である以上，基本とすべきことは，制作を通じ
児童が作品と対峙しながら自己と対話し，自身の考えを
深めることに専念できる環境を確保することである。し
かし，制作上の技術指導を否定し，児童に勝手気侭な活
動をさせることを教育と言っているのではない。教員の
存在理由としても，個々の児童の成長段階に合わせた個
別の指導・支援は欠かせない。
　現在，極端に目的の不明確な題材が深く浸透している
原因の 1 つは「造形あそび」の解釈である。本来は，限
られた範囲の技法習得を目的とした作品制作主義に対抗
し，あくまでも児童が主体であるという思いを「あそび」
という名称に込めたものだが，「作品を作らせてはなら
ない」と理解している教員に出会うことも少なからずあ
る。そこまで歪曲した判断となるのは，作品を制作する
ことを自ら体験せず，その行為の意味と直接向き合った
経験がない教員集団の教本の読み間違いである。その年
齢やさまざまな条件に照らした個人ごとの目標を本人に
持たせ制作に向き合わせることなくして，その個人の到
達点としての作品完成を意識づけることはできず，「達
成感・愛着」も得られない。教員が大学時代にわずかに
体験した制作に関する経験量のままで理論武装するので
はなく，教員自らも自分と向き合う方法として作品制作
の経験を増やし，そのさまざまな役割や可能性を実感し
た上で，児童生徒に向き合うことが望ましい。
　ここで図工美術のさまざまな役割や可能性を考える上
で参考となる，2012年に起きた私の経験を紹介したい。
私は福島県郡山市の児童画展の審査員として委嘱を受け
た。審査を始めると，どの県でも登場するザリガニなど
を描いた作品が溢れた。福島県在住の先生方からすると，
いつも通りの状況を作品にも期待したのか，子どもたち
の作品も大方は昔ながらのテーマであった。しかしその
作品群の中に，黒地の画面を黄色い絵具による細かなス
パッタリングで斜めに分割した「中庭」という題名の作
品を発見した。非常に地味な作品だが目に止まり，裏面
の作品解説を読むと，黄色い霧状のスパッタリングの意
味や，本人が伝えたい切実な思いが正確に表されている
ことが理解できた。それは放射能汚染で校舎の中庭で遊
ぶことさえできなくなった事実に対する子どもの正直な
怒りである。作品は色彩豊かでもなく技巧的にも特に目
立ったわけでもないが，強い作品である。私はこの作品
を制作した児童のことや，それをこの審査の土俵に乗せ
てきた教員の強い意思を受け止めた。さらに教員・児童
といった立ち位置を越え，重要な価値観を次世代に伝承
するという切実な思いを端的に示す方法として作品が存
在可能であることや，教育活動における作品というもの
の意義を確信した。とかく「子どもらしい」という言い
方で，大人が考えた「～らしさ」の基準で子どもたちの
表現が方向づけられてしまうが，私のいう作品づくりと
は，その本人にとって伝えたいことが明確な思考と発信
力を持った結晶のような存在である。
　「作品主義」という仮想の対象に対し，それを嫌う教
員として自らを位置づけ，作品をつくらせないという歪
曲した考えで，たとえば，色水をペットボトルに入れて
並べたり，ジャングルジムに無数のビニル紐を括り付け
るなどといった活動は，作品づくりにおける児童生徒の
技術的な能力差，加えて言えば指導力の差も不明確とな
る題材のように考えられる。それは作品をつくらせない
というよりも児童生徒に深い「思考」をさせないという
ことにほかならない。作品制作とは，自己の考えを整理
し方向づける手がかりの 1 つであり，価値観が交錯する
この時代を生きていく児童生徒にはもっとも欠かせない
能力育成の機会なのである。
Ⅲ　教員養成大学における絵画領域の役割
　現在，大学では，授業の選択域の減少や年間取得単位
数の制限が加わり，授業内で対応できる実技の探究時間
や思考を深める機会は明らかに縮少しており，教員養
成にある彼らは少ない経験量で教壇に立つことになる。
よって，大学教員が行うべきことは，限られた授業の中
で核となる価値観をいかに確実に伝えるかということで，
伝達内容の精選は以前に増して重要な課題となっている。
　美術大学ではなく，教育学部での授業展開であること
の責任や発展的可能性を直視するのであれば，題材目標
をいかに盛り込み，大学生に何を思考させるかが重要で
ある。単に教員が知っている知識・技術を機械的に伝え
るのであれば，コンピューターを巧みに扱う学生は，質
量的にそれを優る情報を得ることも容易い。そこで教員
サイドが確保しなくてはならないのは知識・技術の羅列
ではなく，継続的体験により自らが獲得した価値観，長
年向き合ってきたことでしか得られない知恵・価値基
準・教育内容に対する洞察力と，それを題材開発につな
げる方法論である。
　たとえば，本学必修授業「小学校図画工作」で私は絵
画専門という知識・技術を入り口にしながら，限られた
時間のなかで，「つくる」という基本概念を伝えること
に努めている。ターム最終授業時の学生発表では，図工
の概念が広がり好きになれたとの評価を得ているが，実
はそういった学生の方が授業中において魅力的な作品を
作っているという意外な相関性が生まれている。つま
り，それは義務教育として彼らが体験してきた「図画工
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作」または「美術」の内容が，自身で考える要素が少な
く自己を発揮できない，型通りの作業であったことを物
語る。また逆に，高校までの授業で題材に違和感を抱か
ず作業が上手いことで古典的観点からの評価を受け，授
業を好きと感じている学生は，皮肉にも「図画工作」ま
たは「美術」から得られる内容の多くの機会を逃し視界
を狭めていることになる。実技を伴う領域だけに，手を
動かすという行為は必須であるが技術偏重になることは
危険で，同時に，唐突に掲げられた社会的テーマで理論
するだけならば，むしろ社会学などで受け入れられるべ
き内容と言える。
　大学教育学部における絵画領域の教育的役割を考える
と， 2 つの観点が関係性を保ちながら存在する。その 1
つは美術大学のような技法・技術の習得を主とする立場
と，もう一方は，図工美術を導入とし大切にすべき価値
観を印象的体験を伴わせながら思考させる立場である。
　絵画における特徴的な表現要素は色彩と形であるよう
に言われることも多いが，色彩と形のない視覚表現領域
が逆にないことからすると，その要件は絵画を特徴づけ
るものではない。「色彩と形である」ということの解釈
を丁寧に解説するならば，それらの要素を用いた制作者
の行為を鑑賞者に対して定められた方向に発信できると
いうことで，そのことが生み出す効果こそが絵画領域の
特徴と言って良いだろう。つまり，作品に向かい合う鑑
賞者が瞬時にその内容と対峙できることであり，制作者
側からすると，本人の主張を伝えるメッセージボードの
ように作成できることにある。教育現場において，そっ
くりに描くことに執着させることや，逆に作業中心の繰
り返しの結果を「美しい」と子どもたちに刷り込むこと
は，絵画領域で学ぶべき内容の多くを失わせているばか
りか，感覚の芽を摘み取る行為に近い。
　美術教育の実技教科においては，平面・立体，ファイ
ンアート・デザインの区別なく，個人が命題を持ちなが
ら実際に手を動かして一定の時間を要して作品を完成さ
せるが，教育的価値としては制作過程において行われる
本人による判断の繰り返しが，自分自身と深く向き合う
時間の確保となり，そのことがアイデンティティの構
築につなげられる。作品をメッセージボードのように作
成しながら，自身が社会に何を感じ発信したいかを整理
し視覚化することで，社会の構成要素としての自身の存
在を実感する。絵画は，その個人の成長過程において幼
児期早々に出会い，義務教育時代を経て，学生は大学で
あらためてその領域と再開するわけであり，他領域のよ
うに大学に来て初めて体験する新鮮さには劣る。しかし，
その個人または将来彼らが向き合う児童生徒たちに伝え
るべき主たる内容となるのは，制作における初期的技
法・技術ではなく，自己の存在意義などに触れる内容で
あることからすると，大学教育での「絵画」が担うべき
範囲は，とくに絵画の技術的な基礎知識・技術に留まら
ず，哲学的範囲にまで彼らを導き，自身らが思考する機
会を確保する役割を背負っている。
　制作活動を続けてきた自身の経験を振返った時，授業
課題ではなく，自主的な「作品制作」という意識でキャ
ンバスに向き合う時，まず問題となるのは「何をモチー
フとして描くか」である。しかし，自分ならではの対象
と思いながらも，たいていは自分との切実な関係性を得
られないまま対象を描くことを始めることが多い。その
後は「そのモチーフをどのように描くか」に時間を費や
し，そして漸く「何が言いたいのか」ということについ
て自分自身と対峙することとなる。混沌とする思考の中
にあっても，この段階この機会を充分に受け止め対応す
ることはもう一段階ステップアップするためには避け
られない分岐点であり，もっとも意味のある瞬間である。
そしてさらにもう 1 段階進むと，そういった思いでその
本人が制作し続けている行為自体に大きな価値があるこ
とに気がつく。もちろん，すべての段階において強い探
究心をもち活動していたことを条件に，造形意識または
制作姿勢は段階的に次のステップアップにつながる。
Ⅳ　教科教育から提案する題材開発
　技法・技術の完全な習得という意味では， 3 年次から
卒業までの 2 年間，大学院を含んだ 4 年間でも無理であ
る。つまるところ，大学の授業でできることとは，「演
習」「実習」という授業区分を設定しながらも，価値伝
達のために制作体験を用いた思考的活動をさせる機会を
確保することである。以下は，私が担当する「演習」「実
習」の授業題材の抜粋である。
1 .「実習」授業における授業題材（技法・技術の習得
から自発的な思考を促す題材）
　絵画実習は 2 コマ続きの授業で，段階的な習得を目的
にⅠ ‒ Ａ，Ⅱ ‒ Ａの順で履修を設定している。絵画基礎
実習は 1 コマで後期開講の授業である。
1 ‒ 1　絵画実習Ⅰ ‒Ａ
　専門的技術習得を目的とする授業の導入的な必修授業
として絵画実習Ⅰ ‒ Ａを設定している。木炭による静物
デッサンからはじまり油彩静物，油彩人物へと展開する。
美術大学とは異なり実習時間数が限られているので，15
週間内の題材設定では苦慮する点も多い。
1 ）木炭デッサン
　写実的描写を探究する際，対象の形体・材質観・量感
に近づけるために試行錯誤しながら取り組むが，構図・
形の違いに気がついた時には修正する作業が必要となる。
その場合，鉛筆によるデッサンと異なり，木炭では画面
上の炭の粉の量を調整し，再度，調子を乗せることが容
易である。また材質の異なる対象の質感・量感を描き分
ける際にも，対象を観察し得られたわずかな特徴の情報
を木炭の微妙な乗せ方を駆使することで，実物に近い表
現に結びつけることを可能にする。つまり，本人たちの
観察に基づく発見が，視覚的結果として確実な物象にな
るということで，気がついたどの時点でも修正できる環
境を確保できるのである。鉛筆デッサンとしない理由
は，鉛筆は木炭よりも筆圧が高く支持体である紙を痛め
やすく，紙の扱いにも気を配らなくてはならないからで，
デッサンの練習量が少ない 1 ～ 2 学年の描写練習におい
ては，対象観察に集中できる木炭デッサンによる教育効
果に期待できるからである。この実習において，手際よ
く正確に構図を捉える方法や，対象物の面を意識し構造
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を把握しながら描く方法を修得するが，対象把握という
共通する目標を掲げながらも，その方法が個人ごとの方
法として存在する点が実技教科の特徴であり，優位性と
も言える。静物を対象とした題材から導入するのは，対
象物の構造が明確なためである。
2 ）油　　彩
　学生の大学入学時までの油彩制作経験者は年を追うご
とに減少し，経験者においてもその制作枚数は乏しい。
　静物を対象とした題材から導入するのは，先の木炭
デッサンで同一の対象を十分に観察できていることを前
提とできるからで，新たな着色材料に集中できるからで
ある。油彩を着色材料として使用する教育的利点は，さ
まざまな着色材料の中でも塗り重ねを表現効果として期
待できる点で，木炭デッサンと同様，本人の探究度合い
に常に対応可能なところである。盛り上げ描写による豊
富なテクスチュア表現や，グリザイユ技法のような極め
て薄く平滑な表現にも優れている。また固着力も高く各
種素材を支持体として着色可能な点である。静物油彩に
続く題材として人物を取り上げるのは，対象物の表面だ
けでなく，その内側にある筋肉や骨格などの内部構造を
理解しながら描く能力が養われる点である。さらには，
対象の感情表現に迫ることも目指している。
3 ）鉛筆デッサン（授業時間外課題）
　学生からすると，木炭よりも遥かに使用経験時間の長
い鉛筆により，一素材でできた対象を描く題材である。
単一の素材を描く作業は，その素材を日常からどれだけ
意識して生活してきたかを自身に問う機会でもある。鉛
筆が木炭よりも優れている点は，安定的に細い線が描け
ることを用いて細密な箇所まで描写が可能な点である。
木炭デッサンが調子を足したり引いたりすることを繰り
返し完成度を高めるのに対し，鉛筆の場合は，基本的に
線を集積させる動作である。対象物として取り上げる素
材は，日常的に接している木，金属，ガラス，紙，プラ
スチックなどである。それぞれの素材を固い，柔らかい，
重い，軽いだけでなく，より多くの観点からその特徴を
知覚することが描写につながることを学習する。授業時
間においては，それらの素材を複合的に構成した対象物
を描くので，学生は，このデッサンによって素材の性質
を探究できた分だけ授業作品の表現に反映させることが
できる。（写真 1 ）
4 ）ジャスパージョーンズ前の作家または時代的動向を
参考にした制作（自主課題・授業時間外課題）
　20世紀には平面・立体を超越し多くの表現方法が生み
だされたが，絵画をトリックとせずモノとして表現した
ジャスパージョーンズの存在は重要な役割を担った。そ
こで絵画表現をジャスパージョーンズ作品の前後で分け，
絵画実習Ⅰ ‒ Ａにおいては，絵画実習の導入段階として，
ジャスパージョーンズ前の，正面鑑賞性に基づく画面内
のストーリー性を前提に展開していた時代の各種イズム，
派等を参考にした作品制作を行い，それまでの絵画史全
般を振返る機会としている。
1 ‒ 2　絵画実習Ⅱ ‒Ａ
　オーソドックスな内容の絵画実習Ⅰ ‒ Ａに対し，20世
紀半ばの，絵画表現の可能性を求め試行錯誤した時代経
過から代表的動向を選び制作することで，既成概念から
新たな尺度を生み出す制作者や時代の視点を体験させる
内容である。
1 ）コンセプチュアルアート
　コンセプチュアルアートとは，既成概念そのものを再
考させる手だてとしての媒体を指す。平面に限られた考
え方ではなく，むしろ立体を用いた作品も多く，思考
する美術で，参考作家としてはマルセル・ デ ュシャン，
ジョセフ・コスース，国内では河原温をあげることがで
きる。
　きれいそっくりな具象絵画が，高評価を得る日本社会
の美術理解にあって，大学生たちが人の摂理や現代社会
の矛盾等をテーマに，自己の考えを明確に掲げて可視化
する経験として設定した題材である。制作上の条件と
しては，各自がより具体的方向を導きだすために，作
品内に文字または記号を配置し，実体物をコラージュま
たは組み込むことを課している。興味深い事実としては，
オーソドックスな内容の絵画実習Ⅰ ‒ Ａで高評価の学生
ほど，本題材を理解することが困難なようである。本人
たちの義務教育を含むこれまでの表現の基準は堅固で，
それらの障壁を自身で広げることには時間が必要なよう
である。ただ，将来さまざまな児童生徒を対象に自己表
現の方法として絵画表現領域があることを紹介する者と
しては，超えてもらわなくてはならない重要な関門であ
る。（写真 2 ）
写真 1　日常的な素材を対象とした鉛筆デッサン
写真 2　 個々の学生が抱く人や社会に対する考え
を視覚化した作品
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2 ）シェイプトパネル
　シェイプトパネルとは，四角い支持体に対して変形さ
せたものを指す。その際，その支持体の形体・サイズは
重要な発言力を持ち，それを鑑賞者にダイレクトに伝え
るためには，作品画面上には過剰な描写を避けることが
望ましい。しかしその分，着色材料は作品の方向性に
見合った選択が必要となる。着色材料は絵具に限定せず，
固着力に注意しながら作品の方向性をどれだけ忠実に引
き出せるかが重要である。シェイプトパネルの代表作品
としては，現代美術を扱う川村記念美術館所蔵のフラン
クステラなどもあげられる。フランクステラの作品形体
が，極めてストイックな平面作品から徐々に変化し，最
終的に立体表現に変化する経過も表現活動の自由度を伝
えるには有効である。同時にフィールドペインティング
やミニマルアートなども紹介し，絵画作品が物質的存在
として魅力を発揮することにも言及する。
　立体作品との比較から，絵画の基本的構造が支持体に
着色材料を乗せる作業であることを確認した上で，支持
体，着色材料とあらためて向き合う題材である。学校教
育においても，一定サイズの四角い画用紙等が配られ，
定められた材料で授業展開されるが，それがいつも紙で
あること，四角であること，そのサイズであることに疑
問を持つことは少ない。予備校のデッサン指導でも，定
められた画面に石膏像をどのように配置するかなどにつ
いて，相当の時間をかけて練習させられる。確かに画面
に対象を収める技術自体は必要な能力であるが，自由に
制作する段階では，制作上のすべての制約を自分自身で
設定することとなるので，専門的な制作活動をする前段
階として，その考えを授業内で体験することに有効性を
感じている。
　仮に四角い支持体が良いとしても，さまざまな試みを
した上で最終的に四角形の良さに気がつくのと，絵画は
四角い画用紙・キャンバスに描くものと思い込んでいる
のとでは，「つくる」という感覚全般に雲泥の差が生ま
れる。この時期に，与えられたものに描くのではなく，
すべて自分の意思で計画し表現するということを学ばせ
たい。キャンバスに描くことを続けてきた学生は変形し
た支持体を制作する際，変形した木枠を作ろうとして挫
折する。板材に自在な形体を描き裁断し，その後，側面
とする材料を選択し取り付けるという発想に至らない。
　大学入学前に彼らが体験してくる各種材料を用いた工
作経験は，明らかにこの約20年間に極端に低下しており，
とくに絵画を決められたキャンバスに絵具をつける表現
と考えている学生には強いギャップを感じさせる題材で
ある。現在の自分が持ち合わせている技能・感覚・思考
の拡張努力しない学生には受け入れられない。（写真 3 ）
3 ）「 5枚の自画像」
　積極的に異なる描写方法で自画像を制作する題材であ
る。その目的は，自己と対話をする機会を確保すること
と， 5 枚の自画像作品内にオーソドックスな表現以外に
どれだけ多くの表現方法を見いだせるかを試す機会とす
ることである。
　デジカメ，スマートフォンの普及で人の顔も含め，デー
タとして状況を切り抜く作業は簡易になり機能も拡張し
た。自身の顔もプリンターで支持体を選択し印刷して
しまえば視覚媒体として完成する時代だ。利便性だけに
焦点を当てるのであれば，日々性能を高める写真に敵う
ことはないが，だからこそ，作品制作というかたちで自
己と向き合う時間確保の価値は一層高まったとも言える。
油彩であればとくに絵具の乾く速度とも相まって，絵画
制作という手作業の価値にも気がつくに違いない。
　また「多くの表現方法を見いだす機会」としては，た
とえば，これまで絵画制作において複合的に用いられて
いる多くの動作から 1 ～ 2 の動作のみを抽出して用いる
制作，またはそれまでの絵画領域では用いられることの
なかった動作を用いた作品など，新たな表現を生み出す
方法を組み立てる実験性の高い取組みである。学生自身
が表現の柔軟性を直視する機会としている。（写真 4 ）
4 ）ジャスパージョーンズ以降の作家，時代的動向を参
考にした制作（自主課題・授業時間外課題）
　絵画実習 1 ‒ Ａと連動する絵画実習Ⅱ ‒ Ａとしては，
絵画実習の発展的段階として，ジャスパージョーンズ以
降の作家が固有の存在感を放った動向を参考に制作に取
写真 3　 形体および色彩がシンプルな作品と複雑な作品
写真 4　さまざまな材料で作成された自画像
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り組ませている。
1 ‒ 3　絵画基礎実習
　本授業はその名の通り，人間育成の基軸につながる絵
画制作の内容を題材として設定している。ここでは 3 題
材を紹介する。
1 ）命をテーマとしたデッサン
　学生各自の日常空間である大学内から，生命をテーマ
としたモチーフを見出し鉛筆デッサンする。日常繰り広
げられる様々な生命の営みに日頃より目を向けることを，
題材を通して彼らに提案している。鉛筆によるデッサン
としているのは，対象に集中し対峙させるため，使い慣
れた着色材料を選択している。
2 ）木枠を組むところからの自画像制作
　画材店では張られたキャンバスが市販されているが，
出来合いのものに描くという観念から距離を置かせるた
め，木枠にキャンバスを張る体験をさせてから自画像制
作に臨ませている。他の担当授業の版画制作（メゾチン
ト）においても，市販されている目立て済の金属板は使
用していない。高価な道具（ベルソー）を用意してでも，
目立てからの版づくりを体験させている。描くまでの前
段階を丁寧に体験することで，描画作業での制作意識も
大きく変化する。モノに対する適度な執着心は，作品に
対する愛着や達成感に通じる。
3 ）「果実が腐るまでの過程を描く」（自主課題・授業時
間外課題）
　静物画モチーフとしての生花を新鮮さを保つため毎週
の授業で生け代えている美術教員の話を聞いたことがあ
り，丁寧な対応に感心する反面，何か腑に落ちぬものも
感じていた。そして，発案したのが「果実が腐るまでの
過程を描く」である。新鮮な果実が腐るまでの過程を原
寸大で段階的に 5 枚の作品で描き残す制作である。短期
間の題材としては花を扱い枯れるまで描写することもあ
る。生けるものが必ず朽ちる方向に変化し続けている事
実を，制作というかたちで時間をかけて直視させること
で，命の尊さを意識させることを目的としている。（写真 5 ）
2 .「演習」授業における授業題材（思考する手がかり
として印象的体験の裏付けをさせる題材）
2 ‒ 1　「小学校図画工作」
　15週間の学習を記録し作品のスクラップもする50ペー
ジからなるハードカバーの製本から始めている。市販の
白いアルバムを購入するのは容易だが，あえて授業早々
からオリジナルの製本作業をすることで，それ自体に教
育的な意味があることを彼らに知らせる。ページとして
使用する画用紙は同サイズから始まるが，裁断作業の技
術の差による失敗回数により，本のサイズ・縦横比は個
人ごとにすべて異なることとなる。その結果，その後の
製本の採寸作業では，互いが単純に縦横の実数を寸法と
して教え合うことはできなくなり，採寸の計算方法を各
自が理解し計算することを余儀なくされる。つまり，作
るということが単なる集団的作業ではなく，個人ごとの
ものであることを早々に意識させる。本のページ構成は，
題材ごとにタイトル，作品，作業工程，私が延べた題材
設定の理由，各自が題材から受け取った教育的意義につ
いての考察で， 4 ページを骨格とするユニットとしてい
る。個人ごとのサイズで製本できたその白いページに，
授業内容を編集して織り込んでいく作業を，大学での学
びのあり方や人の生き方になぞらえている。
　製本した本のページ内に記録し収める題材内容は，ま
ずステージとして作成した本の「製本」，「マーブリン
グ」（見開き用装飾紙として作成），「コラージュ―自分の
居場所」，「卵を割らないパッケージ」，「段ボールによる
日用品制作」，「色彩による心の伝達（記憶の色彩・感情
の色彩）」，「トラストウォーク」「教科書の検証」などで
ある。また授業では小学生の視点と小学生を教える教員
の視点の 2 つを常に意識して題材に臨むこととしている。
1 ）「コラージュ　―自分の居場所」
　制作上の技術的内容からのタイトルとともに，題材の
ねらいをサブタイトルにつけ，題材目標を明確に授業展
開する内容である。将来教育現場において彼らが，受講
対象者の具体的状況に合わせた目標設定をして授業展開
写真 5　スイカが朽ちるまでの描写
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することの例示とした。私自身がこの題材において大学
2 年の彼らに体験してほしかったことは，大学入学時の
喧噪から 1 年を経て大学生活が落ち着いた 2 年次前期
に，大学進学の目的と，各自の研究内容の進捗状況が現
在予定通りであるかについて振返る機会とするためであ
る。サブタイトルの「自分の居場所」とは，各人の物理
的，地理的，歴史的な居場所と，他者との関係性によ
る心理的な居場所を感じることを含めており，それに関
した視覚材料を集めコラージュ作品を作成しながら本人
自身が周囲から支えられていること，また社会を構成す
る一員であることに気づくことを願っている。本題材で
は，画面構成，色彩選択やその配置などは二次的観点と
し，各人が自分自身を深く振り返ることを最優先して
いる。現行の図工教科書のタイトルは，「～ランド」「夢
の～」「不思議～」といった不明確な題材タイトルが多
すぎ，子どもたちにとっても何を学ぶのかが不明瞭なも
のとなっている。（写真 6 ）
2 ）「卵を割らないパッケージ」
　機能性に基づく実践的思考を体験する題材である。小
学校の教科としての図工には，中学における技術科の元
となる観点が含まれているが，実際には感性といった言
葉が前面に出て到達点が不明確な内容も多い。小学校中
学年においては，個人差はあるにしても思考力は相当高
まっているため，児童には豊かな感性を目指す題材に相
当する量の機能的観点を持った題材が必要である。また
図工で展開する題材内容は，他の教科で得た知識を子ど
もたちが実践または応用し，それを実感する場面でもあ
る。たとえば，水彩絵具による着彩や粘土による立体物
の制作にしても，引力，遠心力，重心などと，無意識の
うちに直接向き合っており，それらを意識させながら制
作活動を体験させることは，合科による相乗効果を期待
する上でも意味がある。
　本題材では，日常的に目にする卵のパッケージからそ
の機能的観点を理解した後，落下に対応できるオリジナ
ルのパッケージを作成する。受講学生には各自に同質同
量の画用紙とマスキングテープを配布し，パッケージ作
成後，天井の高さからの落下実験を行う。結果に対し検
証を行い，結論に対して次課題を設定し，再度パッケー
ジを作成し実験を行う。仮説・実験・結果・検証・結
論・課題設定の行程を体験させる。注目したいのは検証
で，結果に対する状況の把握である。特に 1 度目の実験
で卵が割れた結果に対しては，その原因を適切に判断す
ることが望まれるが，割れた状況を見てもその原因の理
解に至らないのである。 1 度目の実験で割れる者もこの
約20年で確実に増えていることからすると，恐らく実体
を伴った遊びの経験量が，小学校から大学に至るまでに
少なくなったからだと思われる。割れなかった場合は，
機能性を保ちながら，より少ない材料でのパッケージ作
成に取り組ませている。（写真 7 ）
Ⅴ　まとめ・今後の課題
　絵画は人の成長初期から深く関わり，義務教育におい
ても，児童生徒が自身と深く向き合い，個人の思考や表
現を表出できる教科の平面領域として存在している。児
童生徒たちが作り出す各種素材・形態の作品は，彼らの
日々の成長，感情の変化を映し出した実体で，つくりな
がら思考することを繰り返すことは，本人にとって重要
となる価値観を見出させ，アイデンティティを確立する
上でとくに重要な役割を担っている。よってそこに立ち
会う教員は，個々の児童生徒を適切に支援し育むために
もその役割は大きく，自身のスキルアップは欠かせない。
しかし教育現場の状況としては，教員の仕事量の多さも
写真 6　 千葉県にいる自分と本当の自分の
気持ちのあるところ
画用紙とマスキングテープに
よるパッケージ
写真 7　 パッケージの作成過程を記録した学生自作本のページ 
（各種材料を用いた場合の例）
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関係して，教える側の教員自体が美術館での鑑賞や美術
領域での生の刺激を受けることが少なく，まして制作活
動を続けている教員はさらに限られている。つまり，制
作する児童生徒に対して声かけはしても，実感を持って
寄り添えてはいない。また社会状況は，生きている実感
の希薄さ，触覚的経験の欠如，無機的生活環境などの要
因からか，あまりにも命を軽んじた事件も絶えないなど，
社会全体としても様々な問題が山積している。
　教員養成課程実技系教科専門科目の一立場としては，
図工美術の教科としての役割や可能性を再考して，人間
育成・社会環境の維持改善の視点から，社会状況にも照
らした求心力のある題材開発の必要性を強く実感してい
る。将来，教員となる大学生に対しては，実技題材内に
おいても作業にとどまらない，思考する観点を十分に
盛り込んだ題材の提供が欠かせない。思考する観点とは，
時代の潮流に沿う新しい価値観と，逆にこのような時代
だからこそ守るべき価値観である。
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